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　“マエニ、ナラエ！”“右向けミギ！”平成２３年４月２日。兵庫県加東市下久
米1227－18　兵庫県立嬉野台生涯教育センターに気合の入った声
が響く。４月２日から２泊３日のプレキャンプ。小学校を卒業したばかりのま
だ中学校に入学していない児童１３３人を引率し恒例のプレキャンプ（事
前宿泊研修）を実施しました。早朝６時半から夜１０時３０分まで、しっかり
とプログラムを組んでいます。号令による集団行動、専門的な技術をもっ
た指導者による様々なアスレチックを使っての仲間を意識させる活動、飯
盒炊飯（カレー作り）、校歌の指導、キャンプファイヤー、一つ一つよく計画
されたプログラム企画となっています。日が落ちると冷たい夜風が体全体
を冷やす。二日目は日中でも指先が悴むほどの寒い中で、児童たちは大き
な歓声をあげて広いアスレチックの広場で指導者の指示に従って一所
懸命に体を動かしていました。
　この三日間はこれからの学校生活の基本となることを、児童たちに根
気よく噛み砕いて言葉で伝え、五感全体で受け止めさせています。時間
厳守、集団の規律、挨拶、友達との協力、友達への思いやり。そして、入
学式で保護者の前でしっかりと大きな声で校歌が歌えるように繰り返しの
校歌の指導。歌詞は児童たちにとっては難しい言葉ですが、フレーズごと
に噴出しの説明書きの付いた校歌がしおりに刷り込んであります。はじめ
はそれを見ながら声も小さい、しかし繰り返す毎に声も大きく明瞭になって
きます。
　行きの車中では全くといっていいほど、話し声も聞こえませんでした。
隣に座るクラスメイト同士がよそよそしげでした。しかし、帰りの車中では
車内いたるところから、友達を呼ぶ大きな声や笑い声が車内に響いてい
ました。
　私は、正直、はじめの内こんな幼い児童に“ここまでやるか”と思っていま
したが、三日目の子どもたちの様子を見て、なるほどと思いました。おそらく、
教師諸君はこれまでの経験から確信をもちながらの一つ一つの指導であ
ったのでしょうが、私は、三日目になって確かなものを感じました。本校が生
徒に何を求めているのか、育てたい生徒像が理解できました。“独立自彊・
社会有為”。校歌にも“重き責務　心に刻み　健気にも　吾らが学ぶ”、

一所懸命に学ぶ目的は
重い使命をしっかりと果
たすためであると歌われ
ています。
　規律や人への思いや
りが希薄になっている今
日。人はどうあらねばなら
ないか。天然資源が無く
国土の狭い、高齢化社

会の進む日本、周辺の活力あるアジアの各国と伍して競わなければならな
い日本。今回の東北地方の大震災。今私たちの目の前にいる生徒たちを
１０年後２０年後５０年後の日本を託せる人に育てなければなりません。
前任校の生徒たちにも、ことある毎に「どんな逆境にあっても逞しく生き
抜ける強い心をもち、そして人の苦しみや悲しみがわかる優しい心をもつ
人に育ってほしい」と繰り返し言ってきました。そう思う私の思いと、２泊
３日のプレキャンプで私の目の前で展開された様々な出来事はしっかりと
通じ合う思いがしました。これが伝統校に代々引き継がれた精神であると
感じています。一世紀近い伝統のある山桜会の方々は、時代時代の
要請に応え日本を支えてこられたことと思います。そうした方々の後に続く
自覚と誇りをもった生徒の育成に教職員が一丸となって努めてまいります。
今後とも皆様方のご指導とご支援をお願いいたします。
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本校生徒としての自覚と誇りを！本校生徒としての自覚と誇りを！

飯盒炊爨：カレーライスコンテスト

「マエニ、ナラエ！」
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